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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

地域医療体制の充実

医療安全推進事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

市

平成 年度～28 令和 年度5

①ソフト事業（法律による実施義務有）

　医療における安全や信頼の確保に加え、医療の質の向上を図るため、医療法に基づき、医療安全支援センターを設置し、医療
相談の対応や医療安全推進会議を開催するほか、病院、診療所等の医療監視等を実施する。

年度6
医療法に基づく医療安全支援センターの運営、医療相談の対応、医療安全推進会議の開催、医療機関への医療監視の実施、医療
機関等からの許可申請への対応及び衛生検査所への立ち入り、医療職等の免許交付

医療を受ける市民

市民の医療への安全の意識を高める。
医療機関が法令を遵守した良質な医療を提供できるようにする。

R3 R4 R5 R6 R5

医療相談受付件数 件 294 230 274 200 200

相談者の納得度「納得した」の割合 ％

R3 R4 R5 R6 R5

60 60 60 60 60

83.3 67.8 77

医療相談に適切に対応した結果、その対応に
納得した相談者の割合は、目標を達成した。 128.3%

点35

R3 R4 R5 R6 R5

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

15,433 15,195 22,937 23,071

333 227 356 490

15,100 14,968 22,581 22,581

Ａ 継続

医療相談の相談件数は、令和２年度をピークに以降は減少傾向であるが、新型コロナウイルス感染症に関連する相談は多かった。今後も、相
談者が納得できるよう、医療相談に対応する職員の研修等により、職員の相談スキル向上が必要である。

引き続き、担当職員の研修などにより、相談スキルの向上に努めるとともに、医療監視を実施することで、医療の安全や信頼を確保する。



H31 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8
0
20
40
60
80
100
120

H31 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

地域医療体制の充実

看護師養成所運営補助事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

市

平成 年度～28 令和 年度5

②ソフト事業（法律による実施義務無）

医療人材の確保を図るため、看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護学院）の運
営費を助成する。

年度6
看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成

看護師及び准看護師の志望者

看護師等の資格取得を促進し、新たな医療人材の確保を図る。

R3 R4 R5 R6 R5

看護師等養成所助成件数 件 2 2 2 0 2

養成所卒業生の資格取得率 ％

R3 R4 R5 R6 R5

100 100 100 100 100

94 94.3 93.5

令和５年度において、養成所卒業生のうち看
護師等の資格取得率は９３．５％で、目標値
はおおむね達成できた。

93.5%

点32

R3 R4 R5 R6 R5

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

5,065 5,052 5,060 3,555

3,555 3,555 3,555 3,555

1,510 1,497 1,505 0

Ａ 継続

看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成することにより、看護師
等の資格取得を促進した。

今後も更に看護師等を養成し、医療人材の確保に努める。
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

地域医療体制の充実

産科医等確保支援事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

市

平成 年度～28 令和 年度5

②ソフト事業（法律による実施義務無）

産科医と助産師に分娩手当を支給する医療機関に対して助成を行うことにより、処遇改善を通した産科医等の確保を図る。

年度6
医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対して助成

産科医・助産師

産科医や助産師の確保を図る。

R3 R4 R5 R6 R5

助成対象分娩件数 件 602 618 618 0 1,350

該当施設における産科医及び助産師の従事人数 人

R3 R4 R5 R6 R5

46 46 46 46 46

43 37 44

対象医療機関における産科医及び助産師の確
保については、昨年度の水準からは回復した
ものの、目標値は達成できていない。

95.7%

点33

R3 R4 R5 R6 R5

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

4,637 4,865 4,913 5,500

3,127 3,368 3,408 5,500

1,510 1,497 1,505 0

Ａ 継続

医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対し助成を行うことにより、処遇改善を通した産科医等の確保を行った。なお、産科医等の
高齢化などにより、人材不足は深刻であり、根本的な人材確保策を講じる必要がある。

県の補助要綱に基づき、引き続き助成を行い、処遇改善を通した産科医等の確保を図る。
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

地域医療体制の充実

災害時医療救護事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

市

平成 年度～28 令和 年度5

②ソフト事業（法律による実施義務無）

災害時の医療救護班の派遣体制を確保するため、災害時に応急救護所等で使用する医療資機材及び医薬品等を備蓄するとともに
、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会が自主事業として実施する災害時医療救護活動に対して助成する。

年度6
・災害時に避難所、応急救護所等で使用する薬品等の備蓄
・災害時の医療救護班や連携体制の確保を目的とした活動を行っている、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会に対す
る助成

災害時の医療救護体制

災害時の医療救護体制を確保する。

R3 R4 R5 R6 R5

災害時備蓄用薬品等更新品目数 種類 28 25 17 0 38

医療救護活動助成件数 件 2 2 2 0 2

備蓄医薬品のうち有効期限内である医薬品の割合 ％

R3 R4 R5 R6 R5

100 100 100 100 100

100 100 100

災害時の備蓄医薬品については、計画的に更
新を行うことにより、全て有効期限内で適切
に管理することができている。

100.0%

点35

医療救護活動の実施率 ％

R3 R4 R5 R6 R5

100 100 100 100 100

100 100 100

医療救護活動の実施率については、いずれの
助成対象事業者も計画どおり実施することが
できた。

100.0%

点35

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

2,223 2,131 2,242 905

713 634 737 905

1,510 1,497 1,505 0

Ａ 継続

災害時の医療救護班や連携体制の確保を目的として活動を行っている高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会の医療救護活動に対して
助成を行った。
また、災害時に応急救護所で使う医薬品等を備蓄し、随時更新を行い、適切な管理を行っている。
なお、医療救護活動や医薬品の備蓄について、具体的な運用方法を検討する必要がある。

今後とも、災害時に応急救護所等で使用する医療資機材及び医薬品等を備蓄するとともに、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会が
自主事業として実施する災害時医療救護活動に対して助成し、災害時の医療救護体制を確保する。
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